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1.風神 

白石章子 

 

幼い頃 私は風の神が恐しかった 

ひゅう ひゅう と天にうなり 

人気無い田舎道のちりぐずを 

くるくると舞いあがらせる 

風の神が― 

そんな時は きっと 

澄んで蒼かった海の色が 濁茶に変じ 

波頭には白、茶、青が互に交錯して 

奇怪な模様がえがかれては消えていく 

すべての内臓も魂も風の神にさらわれて 

ただ 皮膚だけが残ったがらん洞の体内を 

風の神が通り抜けていくような 

そんな思いで わたしは格子戸の中から 

天を海を誰一人通らない田舎道を 

眺めていたものだった 

あゝ風の神がまた天であばれている 

侵された私の肺臓をかけめぐる血が 

激しくうちつける風神の力にあえぐ 

病窓に和して どきどきと脈打っている 

私は魂がさらわれていきそうな 

不安に たゞおびえている 

白い部屋の闇のなかに 

 

 

2.五月の魚たち 

吉田徳夫 

 

悪童たちも 

そっとして立ち去ったのだ 

誰もが操作することを忘れた水門の下に 

ひっそりと潜んでいるお前の姿を 

 

村を閉ざした氷の厚さが 



愛するものの記憶を遠ざけてきたので 

お前たちの胸の野生の鼓動は 

まだ回復していないというのか 

五月の魚たちよ 

 

ネコ柳の花粉が散っている 

空と一緒に廻る水車の点滴も 

熱っぽい雲雀の唄も 

まだ 

はるかな旅程を告げていないというのか 

水草の縞目の模様に向かって 

うつろに開かれたままの眼は 

失った回遊の距離を計り得ないというのか 

五月の魚たちよ 

 

遠い谷間のせまい空をのぞんで 

逆らってゆく愛の論理が 

今こそうち立てられなければならない 

地球のもっとも深いところから 

立ちのぼる気泡の中に 

こころの重みを捨てる時がきたのだ 

 

もう間近いのだ 

五月の魚たち 

その軽やかな尾鰭で水面を叩き 

忿怒さながらに渓流をのぼってゆく日は 


